
項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　加藤孝雄

第７章　街づくり  第３節　道路

有益
な
もの

有害
な
もの

有 有

有 有

有 有

有 有

4.55 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

昭和25年～ 38,607千円 臨時職員 0.00 人 3件

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

26,240千円 臨時職員 0.00 人
①7件

②1061ｍ

③

H29年度目標 H29実績

道路改良事業については、複数年度にわ
たって行う事業が多いため、優先整備計
画に基づき整備路線を選択し進めて行く。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29目標値が未達成の理由・分析

道路の拡幅や交差点の改良により安全性・利便性の確
保と渋滞の緩和を図る。
また歩行者の通行が多い道路については、歩道の設置
により、誰もが安心・安全に利用できる道路整備を行う。

3.06 人
非常勤
特別職

0.00 人 3件 3件

目標達成済6件 7件

H29決算額（見込み）

道路法・土地収用法 205,124千円 196,747千円

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 231,293千円 199,090千円

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

成果指標の目標を毎年達成してお
り、生活道路における安全性・利便
性の確保を図っている。

H29年度に改善した点

①改良整備工事件数（路線
数）

②改良整備延長

③

単年度改良整備工事実施件数
予算配分に基づき、路線の優先順位を考慮して
工事実施件数（目標）を決定する。 特になし

H28年度目標 H28実績道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

道路改良事業

根拠法令 H29予算現額

期間

期間 1.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H16年度～H30年度 15,697千円 臨時職員 0.35 人

H29年度目標 H29実績

残る未整備区間の道路築造工事を施工
し、北野下富線1工区と同時期に供用する
ことで、交通渋滞の緩和、道路利用者の安
全の確保を図るため早期の供用開始を目
指す。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

開通後1割削減 2,723台

開通後1割削減

新所沢の市街地から狭山市内の主要地方道所沢狭山
線を結ぶ延長2,860ｍ、幅員16ｍの道路で、狭山市の都
市計画道路と接続することによる交通の利便性の向上
とともに、交通渋滞緩和と周辺住民の安心・安全確保を
図るものである。

1.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 開通後1割削減 2,783台

15,864千円 臨時職員 0.00 人

①100%

②100%（未完成区間526ｍ）

③

352,996千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 21,221千円 20,357千円
①用地取得率

②工事着手率

③

交通渋滞緩和
市道3-5号線、及び主要地方道川越所沢線（美
原町3-2944-2前）に観測点を設定。当該都市計
画道路開通により、交通量1割削減を達成する。）

根拠法令

H29年度に改善した点

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の同時開通
により交通渋滞の緩和を図るもので左記箇所に観測
点を設定して、年1回・7月の第1水曜日(朝)午前7時
30分～8時30分、(夕)午後5時30分～6時30分に測定
する。

供用開始した延長210ｍの区間のアスファルト
に排水性舗装を使用したことにより、雨水の排
水性の向上、及びタイヤが路面に接触する騒
音が減少した。
また、上下水道・ガス等の関係機関や、商業施
設と調整を図りながら、道路築造工事を行っ
た。

未開通のため。
現在施行中の延長526ｍの区間は、北野下富線の市
道3-5号線から本路線までの延長470ｍの区間(1工
区)と同時に供用することで、交通渋滞緩和と周辺住
民の安全確保に寄与することから、早期の開通が必
要である。測定日H29.7.5、川越所沢線 朝)川越方面
453台、所沢方面328台、夕)川越方面355台、所沢方
面370台、市道3-5号線 朝)狭山方面302台、所沢方
面367台、夕)狭山方面234台、所沢方面314台

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29目標値が未達成の理由・分析

H28決算額 指標名

松葉道北岩岡線道
路築造事業

目標設定の考え方・根拠

Ａ

北所沢町交差点から市道3-521号
線までの延長210ｍの区間、及び
当該区間とＴ字に接続する市道3-
520・3-521号線について道路築造
工事を実施し、平成30年5月に供用
開始した。また、本路線に係る用地
の取得が完了した。
今後は、残る未整備区間について
生活道路への通過交通の流入を防
ぎ、交通渋滞緩和と周辺住民の安
全確保のために重点的に整備を進
めて、北野下富線1工区と同時期の
供用開始を目指す。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

道路法、都市計画法 542,205千円

3,394千円 臨時職員 0.00 人 総事業費7,000,000千円

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

H29その他職員
従事割合

総事業費7,000,000千円 21,586千円

期間 0.40 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H13年度～

非常勤
特別職

0.00 人 総事業費7,000,000千円 12,073千円

5,145千円 臨時職員 0.00 人
①49％（H29：0%）

②

③

H29年度目標 H29実績

6,119千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円 0千円
①整備率

②

③

安全性・利便性向上のための都市計画道路の築造・
整備率（交通の円滑化や安全性、都市防災機能の向
上に有効な都市計画道路の整備完成状況を、事業費
の割合により示す。）

H29年度に改善した点

所沢駅西口周辺道路の快適な交通確保のた
め、歩道のバリアフリー化や景観・防災性の向
上を目的とした無電柱化及び電線類の地中化
の実施により交通渋滞の緩和を図る。

県施工区間の整備 促進に伴い、県施工・

市施工区間の進捗状況並びに事業推進
のための情報交換等を行った。また、県施
工により一部の事業用地を取得した。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

北野下富線及び松葉道北岩岡線の進捗
状況や県施工区間の進捗状況を勘案しな
がら、鉄道の立体交差を含む道路予備設
計、橋りょう設計、交通量調査等を行い事
業費及び期間を算定して事業認可を取
得、早期完成を目指す。

未開通のため。
今後、駒形交差点から都市計画道路飯能所沢
線までの区間の整備完了により、所沢駅周辺道
路の更なる交通の円滑化を促進する。
また、都市防災機能の向上とともに、周辺住民
の安心・安全を確保するために早期の事業化を
目指すものである。

H29目標値が未達成の理由・分析

H28決算額 指標名

所沢村山線道路築
造事業

目標設定の考え方・根拠

Ａ

本路線は総延長1,430ｍのうち延長700
ｍの区間が供用している。一部の区間
は電線共同溝により無電柱化及び電
線類の地中化を行い、平成26年度の
歩道整備により完成している。
平成29年度は、市道4-245号線の電線
類地中化事業完成に合わせて、管理
の基礎となる、本路線の電線共同溝の
台帳を作成した。
今後、駒形交差点から都市計画道路
飯能所沢線までの区間の整備完了に
より更なる交通の円滑化を目指す。

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

道路法、都市計画法

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

6,480千円

所沢駅西口から都市計画道路飯能所沢線を結ぶ延長
1,430ｍ、幅員20ｍの道路で、本路線の整備により所沢
駅西口周辺道路の慢性的な交通渋滞の緩和を図るもの
である。
また、一部の区間について電線共同溝により無電柱化
及び電線類の地中化を行い、快適な景観形成と安全な
歩行空間を確保する。

0.60 人

H29正規職員
人件費

期間 2.00 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H6年度～ 16,970千円 臨時職員 0.45 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

18,008千円 臨時職員 0.00 人
①1工区84%、2工区100%
　 3工区98%、(仮称)4工区77%
②1工区 0%、2工区100%
　 3工区 7%、(仮称)4工区 0%
③

H29年度目標 H29実績
早期の全線開通を目指し、引き続き用地
取得と道路建設を進める。また、整備効果
を高めるため、社会経済状況や財政事情
等に応じて、事業期間や総事業費の見直
しを行うものである。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

2.10 人
非常勤
特別職

0.00 人 開通後1割削減 2,783台
未開通のため。
未整備区間の事業化開始のために、今後も継続的
に用地取得と道路建設を進めていくことで、早期の供
用開始、全線開通を目指すものである。測定日
H29.7.5、川越所沢線 朝)川越方面453台、所沢方面
328台、夕)川越方面355台、所沢方面370台、市道3-
5号線 朝)狭山方面302台、所沢方面367台、夕)狭山
方面234台、所沢方面314台

開通後1割削減 2,723台

開通後1割削減

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 857,678千円 796,494千円
①用地取得率

②工事着手率

③

指標名 H29年度に改善した点

交通渋滞緩和　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　市
道3-5号線、及び主要地方道川越所沢線（美原町3-
2944-2前）に観測点を設定。当該都市計画道路開通
により、交通量1割削減を達成する。）

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の同時開通
により交通渋滞の緩和を図るもので左記箇所に観測
点を設定して、年1回・7月の第1水曜日(朝)午前7時
30分～8時30分、(夕)午後5時30分～6時30分に測定
する。

1工区について、権利者との用地交渉に進展が
あり、土地の概算額を算出するために不動産
の鑑定評価を実施した。
また、2工区に接続する3-620号線の拡幅整備
を行い、流入する車両交通の円滑化を進め、
歩行者等の安全確保を行った。

H28年度目標

H29決算額（見込み）

355,604千円

H28その他職員
従事割合

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

H29予算現額

道路法、都市計画法

H28決算額 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

本路線は市街地を外郭する外環状道
路であるため、全線開通により交通渋
滞の緩和に大きく寄与する事業である
ことから重点的に整備を進めている。
平成29年度は3工区の用地取得が進
み、市道3-575号線から北東へ延長60
ｍの一部区間について道路築造工事
を行った。
また、県が整備を進めている都市計画
道路東京狭山線、都市計画道路飯能
所沢線と接続する路線であり、この２路
線は東京都の都市計画道路と繋がる
計画となっている。

362,925千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

平成4年度の都市交通施設整備計画において市街地全
体を外郭する環状道路として位置付け、幹線道路の環
状型ネットワークを図り、市内道路の交通渋滞緩和を図
るものである。
国道463号バイパス小手指ヶ原交差点から一般県道所
沢堀兼狭山線下富駿河台交差点までの延長5,500ｍ、
幅員18ｍの道路の整備を行うもので、早期の全線開通
を目指す。

経費

投入コスト

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

北野下富線道路築
造事業

根拠法令

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

活動実績(H29)

成果

成果指標

所属
名称
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有益
な
もの

有害
な
もの

経費

投入コスト

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

活動実績(H29)

成果

成果指標

所属
名称

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　加藤孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　加藤孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　加藤孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　池田康徳

有 有

有 有

有 有

有 有

0.65 人
非常勤
特別職

H30年度目標

昭和53年度～ 5,515千円 臨時職員 0.04

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

7,718千円 臨時職員

①0.02㎢

②32.84㎢

H29年度目標 H29実績

近年は労務単価の上昇等により、現状予
算額では測量できる面積が縮小傾向にあ
るので、作業の実施方法の見直し等をして
いく。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29目標値が未達成の理由・分析

【目的】　座標値をもった復元可能な道路図面を整備す
ることにより、生活道路の後退、拡幅、舗装工事、災害
時の復元など、道路整備に反映させる。
【内容】　国土調査が完了した区域において、都市基準
点を用いた道路の境界点測量を実施し、座標値をもった
道水路の確定図面を整備する。

0.90 人
非常勤
特別職

0.07 0.07

目標達成済0.02 0.02

H29決算額（見込み）

道路法・道路法施行規則・所沢市公共測量作業規程 2,920千円 2,484千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,800千円 2,592千円

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

国土調査完了区域において、座標
値をもった道路境界確定図の整備
が着実に進められている。

H29年度に改善した点

①単年度確定面積

②確定測量累計面積

国土調査完了区域における確定測量実施面積

国土調査完了区域において、座標値をもった道路境
界確定図の整備を早期に進めるため、確定測量実施
面積を指標とする。
目標値は、当該年度に行うべき確定測量の対象面
積。

関係地権者との境界立会いに際して、地
権者の所在が遠方の場合には、事前に資
料を送付するなど、きめ細かい対応に努
めた。

H28年度目標 H28実績建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

道水路座標管理図
面作成事業

根拠法令 H29予算現額

期間

期間 0.70 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

平成28年～ 5,940千円 臨時職員 0.00 人

H29年度目標 H29実績

バスルートとして選定された区間を整備す
るために用地交渉を行う必要がある。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

市道2-572号線道路詳細設計
市道2-561号線及び市道2-996号線路線
測量・道路概略設計

市道2-572号線道路詳細設計
市道2-561号線及び市道2-996号線路
線測量・道路概略設計

市道2-572号線 東川護岸工事
市道2-996号線 用地測量・詳細設計

「COOL JAPAN FOREST」構想の拠点施設である「とこ
ろざわサクラタウン」を中心とした半径約500ｍ圏内の重
点推進エリアにおいて交通環境整備を行うことによっ
て、交通の円滑化を進めて行くものである。現在整備を
計画している路線は市道2-572号線、市道2-561号線及
び市道2-996号線の３路線である。

0.52 人
非常勤
特別職

0.00 人
市道2-572号路線測量・概略
設計

市道2-572号路線測量・概略
設計

4,459千円 臨時職員 0.00 人

①平成30年3月28日完了

②平成29年12月19日完了

③平成30年3月15日完了

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

道路法、河川法、土地収用法 49,957千円 42,893千円

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 17,294千円 16,956千円
①市道2-572号線：道路詳細
設計
②市道2-561号線及び市道2-
996号線路線測量
③市道2-561号線及び市道2-
996号線道路概略設計

平成28年度
市道2-572号線：現況測量・概略設計
平成29年度
市道2-572号線：道路詳細設計・用地測量
市道2-561号線：路線測量・道路概略設計
市道2-996号線：路線測量・道路概略設計・松郷橋人道橋設
置予備照査

目標設定の考え方・根拠

A

市道2-572号線については、「ところ
ざわサクラタウン」開業の平成32年
7月までの整備完了を目指し詳細
設計を完了した。
市道2-561号線・市道2-996号線に
ついては、旧コンポストセンターへ
のバスルートとして選定されている
ため、その準備としての測量及び
概略設計を完了した。

H29年度に改善した点

ＣＯＯＬ　ＪＡＰＡＮ　ＦＯＲＥＳＴ構想事業の全体
像が流動的で、事業内容が確定できないため、
単年度取組目標とする。 特になし

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

460ｍ

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

COOL JAPAN
FOREST周辺道路
整備事業

期間 0.75 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

平成21年度～ 6,364千円 臨時職員 0.00 人

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

460ｍ 0ｍ

三ケ島地区の交通の利便性の向上、地域の活性化及
び安心・安全な歩行空間を確保するため、上藤沢・林・
宮寺間を結ぶ新設道路の整備を行うものである。本路
線については、入間市との共同事業により実施してお
り、一工区約740mのうち、入間市境から市内林地区へ
至る所沢市分約460ｍの道路整備を行うものである。

2.52 人
非常勤
特別職

0.00 人 460ｍ 0ｍ

21,609千円 臨時職員 0.00 人
①路床安定処理工完了

②

③

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

道路法・土地収用法 42,000千円 15,900千円

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 107,100千円 103,981千円
①整備工事

②

③

一工区整備実施延長

目標設定の考え方・根拠

A

成果指標の目標である一工区（460
ｍ）の供用開始を平成30年度中に
達成するため、平成29年度より工
事を開始した。

H29年度に改善した点

一工区の当市整備予定延長４６０ｍを当面の目標値
とした。

特になし

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

平成30年度中の供用開始に向け、入間市
との工事の調整を図る。

成果指標については整備の実施率としており、
平成29年度において整備工事が完了していな
いため、整備率は０となっている。

4,034ｍ

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

市道４－１３６６号線
（上藤沢・林・宮寺
間新設道路）整備
事業

期間 3.10 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

平成８年～ 26,304千円 臨時職員 0.00 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

26,583千円 臨時職員 0.00 人
①1974.15㎡

②126件

③

H29年度目標 H29実績

要綱の改正から10年以上経過しているた
め、現在の社会情勢に合っているかの検
証を行う。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29目標値が未達成の理由・分析

　市道に接する敷地で建築行為等を行う際、道路中心
から2.1ｍの後退用地の協力を得て、その後退用地の舗
装整備を行うものである。また、緊急対策として、市民か
らの要望等をもとに狭あい道路において待避所などの
整備を行う。

3.10 人
非常勤
特別職

0.00 人 3,328ｍ 3,414ｍ

目標達成済3,365ｍ 3,528ｍ

158,000千円 145,287千円

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28実績

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 156,000千円 147,387千円
①後退用地寄付面積

②後退用地寄付件数

③

指標名H28決算額 目標設定の考え方・根拠

A

成果指標の目標を毎年達成してお
り、「所沢市生活道路拡幅整備要
綱」に基づき市民の生活環境の向
上を図っている。

H29年度に改善した点

生活道路後退用地取得率
過去３年の後退用地寄付延長の平均の１割増
（ｍ） 特になし

H28年度目標

H29決算額（見込み）

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

生活道路整備事業

根拠法令 H29予算現額

所沢市生活道路拡幅整備要綱
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有益
な
もの

有害
な
もの

経費

投入コスト

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

活動実績(H29)

成果

成果指標

所属
名称

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　池田康徳

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　池田康徳

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　池田康徳

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　加藤孝雄

有 有

有 有

有 有

H28決算額 指標名

最優先

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

松戸橋歩道設置事
業

H29予算現額

　柳瀬川に架かる松戸橋は、安松地区から通勤・通学の
ため西武池袋線秋津駅及びＪＲ武蔵野線新秋津駅へ向
かう市民が多く利用している橋であるが、橋の幅員が約
5.4ｍと狭いことから、歩行者の通行時に車と接触する恐
れがあり、危険な状況となっている。
　こうしたことから、歩行者の安全を確保し利便性の向
上を図るため、既存の橋に隣接する歩道橋を設置する
ものである。

目標設定の考え方・根拠

B

平成32年度の歩道設置に向け、概
略設計を行ったが、用地交渉にお
いて地権者からの承諾が得られて
いない。

①概略設計

②

③

根拠法令 H29決算額（見込み）

道路法、河川法、土地収用法

H29年度に改善した点

H28実績

75%

橋りょうの築造にあたり、大きく４段階に分けられるの
で、それぞれ達成ごとに25パーセント達成した事とす
る。
①設置検討→②設計→③用地購入→④歩道設置工
事

特になし

H29目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

歩道の築造進捗率

H28年度目標

-

用地取得ができなければ歩道設置もでき
ないため、用地交渉を続けていく。

有 有

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加  

3,500千円 2,700千円

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合
非常勤
特別職

0.00 人 -
事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

0千円 臨時職員 0.00 人
①平成30年3月28日完了

②

③

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

期間 1.35 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

平成29年度～ 11,455千円

50% 50%

臨時職員 0.00 人

期間 1.55 人
非常勤
特別職

H30年度目標

昭和53年度～ 13,152千円 臨時職員

H29年度目標 H29実績
防犯灯LED化整備事業により、ほとんどの防犯
灯がLED灯となったが、デザイン灯や増設につ
いては、補助金の活用を検討している自治会・
町内会等があるため、LED化率100％を達成す
るために、予算の範囲内で効率的な補助金の
交付方法を検討していく。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

36,100千円 34,878千円

24,006千円

【目的】夜間における道路上での犯罪被害の防止。
【内容】自治会等が設置、維持管理する防犯灯に対し新
設費（交換を含む）及び維持管理費の一部を助成するこ
とにより防犯灯の設置が促され、防犯効果の増大が図
られるとともに、安全な都市空間を実現することになる。

0.95 人
非常勤
特別職

90,774千円 89,056千円

8,146千円 臨時職員
①補助額　2,633千円
　 補助灯数　105灯
②補助額　32,245千円
　 補助灯数　12,898灯
③7,068灯

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

所沢市防犯灯補助要綱 38,187千円 36,569千円

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 90,774千円 89,056千円
①新設費補助金
　　　　補助額　　補助灯数
②維持管理費補助金
　　　　補助額　　補助灯数
③リース防犯灯数

補助金交付額

目標設定の考え方・根拠

A

防犯灯補助金については、各自治
会等からのLED化の要望が多く、す
べての要望に応えることはできな
かったが、防犯灯LED化整備事業
と合わせて、LED化の促進を図るこ
とで、ほとんどの防犯灯をLED灯に
することができ、安全なまちづくりに
資することができた。

H29年度に改善した点

目標値：予算額
実績：　補助金交付額

防犯灯LED化整備事業を実施し、ほとんどの防
犯灯をLED灯に交換した。
それに伴い、新設費補助金の補助額につい
て、減額の見直しをした。
また、補助金申請件数が減ったことで、補助金
に伴う事務作業を低減することができた。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

200

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

防犯灯維持管理・
補助事業

期間 0.65 人
非常勤
特別職

H30年度目標

昭和53年度～ 5,515千円 臨時職員

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

350 172

【目的】歩行者、自転車及び車両の夜間交通の安全確
保及び円滑かつ快適な利用を図る。
【内容】
道路照明灯の新設・維持管理を行う。また、リース対象
の8,602灯についてはリース料を支払う。

0.95 人
非常勤
特別職

350 138

8,146千円 臨時職員
①172灯

②172灯

③10,502灯

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

所沢市照明灯設置基準 135,552千円 128,636千円

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 135,552千円 126,246千円
①必要な修繕灯数

②修繕実施灯数

③電気料支払灯数

修繕完了灯数

目標設定の考え方・根拠

A

市管理の道路照明灯の修繕につい
て、迅速な修繕により適正な維持
管理をすることができた。
道路照明灯LED化整備事業による
リース物件の道路照明灯の維持管
理については、リース事業者と連携
し効率的管理が行われた。

H29年度に改善した点

目標値：想定される修繕灯数
実績：修繕実施灯数

H27年度に実施した、道路照明灯LED化整
備事業により、大半の道路照明灯をLED
灯に交換したことにより、球切れ等が減っ
たため、修繕に伴う事務作業を削減するこ
とができた。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

歩行者、自転車及び自動車の夜間通行の
安全確保。円滑かつ快適な利用を図るた
め、道路照明灯の効率的な設置・維持管
理を行っていく。
また,分電盤等の点検を順次行うとともに、
デザイン灯のLED化を進めていく。

目標達成済
（目標値は想定される修繕灯数であり、実際の
修繕灯数が目標値を下回っているが、修繕灯数
自体が少ないことが良いものと判断したため、
目標達成済とした。）

180

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

道路照明灯維持管
理事業

期間 2.20 人
非常勤
特別職

H30年度目標

昭和35年度～ 18,667千円 臨時職員

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

25,296千円 臨時職員

①200件

②185件

H29年度目標 H29実績
道水路境界については、境界確定が困難
な事例も生じている。
的確な事前調査と十分な説明を行うことに
よって、地権者等の理解を得られやすくす
るように努めていく。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29目標値が未達成の理由・分析

【目的】　道水路境界を確定又は修正し、確定図を整備
することにより、適正な道水路の維持管理を図るととも
に、民有地の土地利用の促進を図る。
【内容】　関係地権者からの境界確認申請による調査・
立会い。道路境界の確認・同意、道路境界標の設置、
確定図の受理。

2.95 人
非常勤
特別職

162 160

目標達成済160 185

2,962千円 2,700千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,108千円 2,916千円

①申請件数

②境界確定件数

指標名H28決算額 目標設定の考え方・根拠

Ａ

境界確認申請のうち90％以上の案
件において、道水路境界を確定す
ることができた。

H29年度に改善した点

申請により境界が確定した件数

境界確認申請に基づいて道水路境界の確定を
目指して関係地権者との立会や調整を図り、境
界を確定させることで適正な道水路境界確定図
の整備が進められるため、境界が確定した件数
とする。

境界確定が困難と想定される個所につい
ては、事前に測量業者と調整を密にして、
担当職員が個別に関係地権者に説明に出
向くことによって、境界確定が円滑に行え
るように努めた。

H28年度目標

H29決算額（見込み）

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

道水路境界確定事
業

根拠法令 H29予算現額

道路法・道路法施行規則・所沢市道水路境界確認事務
取扱要綱



第７章　街づくり  第３節　道路

有益
な
もの

有害
な
もの

経費

投入コスト

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

活動実績(H29)

成果

成果指標

所属
名称

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　加藤孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　加藤孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　片岡　秀樹

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　片岡　秀樹

有 有

有 有

有 有

非常勤
特別職

H30年度目標

Ｓ２５～ 110,305千円 臨時職員 100%

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

114,562千円 臨時職員
①3,591件
②10路線　1,416.5ｍ
③路面　　10路線（23,900m）
　　枡　　　123箇所
　Ｕ字溝　 148ｍ

H29年度目標 H29実績

道路の老朽化、及び市民要望ともに今後
も増加する一方であるため、修繕や工事
の優先順位を定め計画的に実施していく
必要がある。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29目標値が未達成の理由・分析

老朽化が進行した道路や、機能が低下した道路施設を
計画的に修繕し、道路利用者の安全を確保するととも
に、沿道の生活環境の改善を目指す。

13.36 人
非常勤
特別職

100% 97.90%

近年の要望は多様化・複雑化しており、解決に
至るまで多くの時間を要する案件や、財政状況
により年度内に完了できていない案件があるた
め。

100% 95.45%

修繕方法をグループで吟味し、より効果的
かつ経済的となるよう工夫を凝らしてい
る。

道路施設維持管理
事業

根拠法令 道路法、道路構造令、所沢市道路の構 H29予算現額 H29決算額（見込み）

造の技術的基準等を定める条例、所沢市移動円滑化の
ために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

620,520千円 620,140千円

事業の具体的な内容及び目的

H29年度に改善した点

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 615,993千円

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

市民からの通報や道路パトロール
により、道路の危険状況を把握し、
迅速に修繕を行うことにより事故防
止に努める。

615,527千円
①要望・通報件数

②道路補修改修工事

③道路清掃

要望・通報に対する処理割合
老朽化した道路等を修繕することが目的のた
め、要望・通報件数に対して処理した件数の割
合を指標とする。

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

H28正規職員
人件費

期間 13.00 人

期間 3.00 人
非常勤
特別職

H30年度目標

Ｓ４９～ 25,455千円 臨時職員 57

H29実績

樹木診断を継続して行い、倒木事故を未
然に防ぐ。
平成30年度に街路樹維持管理指針を策定
する。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

57 34

H29年度目標幹線道路等の樹木剪定や植樹帯の除草を定期的に行
い、街路樹の目的や機能を十分発揮させることにより、
道路環境の整備はもとより良好な都市景観の形成と快
適な生活空間を創出する。

3.37 人
非常勤
特別職

57 34

28,898千円 臨時職員
①3,839本

②91,488㎡

③100本

造の技術的基準等を定める条例、所沢市移動円滑化の
ために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

101,000千円 100,999千円

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 98,511千円 98,263千円
①髙・中・低木剪定数

②除草

③樹木診断本数

街路樹剪定・除草実施延長（㎞）
道路の景観や道路交通の安全確保を目的とす
るため街路樹の剪定や除草実施延長を指標と
する。

業者に発注せず市職員が現場作業を行う
ケースを増やし、経費削減に努めた。

厳しい財政状況のため、要望等により路線を選
定して実施しているため。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29目標値が未達成の理由・分析
有 有

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｃ

市民要望を優先して巨木化したケ
ヤキなどの剪定などを実施している
ため、管理状態にバラツキがある。
また、樹木診断を実施し、倒木の可
能性がある木については伐採等を
行い、事故防止に努める。

H29年度に改善した点

H29決算額（見込み）

H28年度目標 H28実績道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

街路樹管理事業

根拠法令 道路法、道路構造令、所沢市道路の構 H29予算現額

期間 0.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

昭和25年～ 7,212千円 臨時職員 0.00 人

7,889千円 臨時職員 0.00 人
①3件

②1件

③

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

市道3件・私道1件

市道1件・私道2件

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

市民からの未舗装道路の舗装要望に基づき、ほこりや
騒音、水溜り等を防止し、生活道路としての機能的な整
備と良好な住環境の改善を図るため市道及び私道の舗
装整備を行うものである。

0.92 人
非常勤
特別職

0.00 人 市道1件

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,500千円 1,522千円
①市道舗装整備実施件数

②私道舗装整備実施件数

③

道路舗装事業

予算配分に基づき、市民からの要望の申請順
に舗装路線数（目標工事件数）を決定する。

所沢市私道舗装要綱を全部改正し、私道
舗装及び雨水浸透ます材料支給要綱を施
行した。

H28年度目標

市道1件

私道舗装工事の実施件数が目標値に達しな
かったのは、本年度当初予定されていた「北野
三丁目地内私道舗装新設工事」及び「大字北岩
岡地内私道舗装新設工事」について、要望者か
ら取下げ申し出があり、施工を中止したため。

市道3件・私道3件

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

B

私道2件について、要望者からの取
り下げがあり、施工することができ
なかった。

H29年度に改善した点

H29決算額（見込み）

14,299千円

舗装整備工事は要望書の提出順に行って
いるため、要望書提出から工事までの期
間が長く、要望当時の状況と変わっている
現場がある。

舗装整備工事実施件数

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

根拠法令 H29予算現額

道路法、所沢市私道舗装要綱 16,348千円

期間 0.80 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

平成26年度～ 6,788千円 臨時職員 0.00 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

7,718千円 臨時職員 0.00 人
①橋りょう下部工事（右岸）

②護岸工事（右岸）

③

H29年度目標 H29実績

橋りょうに上下水道管の添架が計画されて
いる為、全体のスケジュールに支障をきた
さぬよう調整していく必要がある。

H29正規職員
人件費

60%

H28実績

所沢市側への接続通路が、新柳瀬橋しかない大字下安
松清流苑地区での、災害時における避難路等の確保の
ため、新たに「第二の橋」として橋の築造を行うものであ
る。また、橋の築造に併せて市道１－８９２号線について
も整備を行う。

0.90 人
非常勤
特別職

0.00 人 40% 40%

H29その他職員
従事割合

60%

80%

75,000千円 27,800千円

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標

道路法、河川法、土地収用法

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 42,684千円 28,946千円

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

平成31年度の供用開始に向け、右
岸下部工及び右岸上流護岸工を
行った。

H29年度に改善した点

①橋りょう下部工事（右岸）

②護岸工事（右岸）

③

橋りょうの築造進捗率
特になし

橋りょうの築造にあたり、大きく５段階に分けられるので、そ
れぞれ達成ごとに20パーセント達成した事とする。①設計
→②用地購入→③右岸上流護岸工事・右岸橋りょう下部工
事→④左岸護岸工事・左岸橋りょう下部工事→⑤橋りょう上
部工事・市道接続部道路工事・右岸下流護岸工事

H29目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

H29決算額（見込み）

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

清流苑第二の橋築
造事業

根拠法令 H29予算現額
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有益
な
もの

有害
な
もの

経費

投入コスト

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

会
計

事務事業名称 事業概要（全体）

活動実績(H29)

成果

成果指標

所属
名称

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　片岡秀樹

有 有

これまでの定期点検の診断結果を
もとに、優先順位を見定めて、計画
的な修繕を行っていく。

臨時職員 H29実績

H29決算額（見込み）

H29年度目標

臨時職員

A
H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

期間 3.15 人
非常勤
特別職

H30年度目標

Ｈ２５～

1 1

30,870千円

老朽化が著しい橋りょうの修繕について、
いかに予算的に平準化して進めていくの
か、状況の変化に応じて見直しをかけてい
く。

H29その他職員
従事割合

1 1

126,728千円

①1橋
   3橋（横断歩道橋）

②1橋

③93橋

102,900千円 92,940千円

事業の具体的な内容及び目的
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

建設から長い年月が経過した橋りょうの老朽化に対し、
定期的な点検を実施し、その結果から補修等を行うとと
もに耐震性の向上を図ることで更なる安全性を確保す
る。
所沢市橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、修繕を計画
的に進めることで橋りょうを延命化し、維持管理費用の
縮減を図る。

3.60 人
非常勤
特別職

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 42,402千円 32,792千円
①橋りょう修繕設計

②橋りょう修繕

③橋りょう法定定期点検

目標設定の考え方・根拠H28決算額 指標名

橋りょう長寿命化修
繕事業

H29年度に改善した点

修繕した橋りょう数
橋りょうの安全確保を目的とするため、点検によ
り補修等が必要な橋りょうの修繕工事数を指標
とする。

H28年度より定期点検の箇所数を増やし、
管理橋梁のうち約半分の健全度を診断す
ることができたため、修繕が必要な橋梁を
把握することができた。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

根拠法令

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

道路法、道路構造令、所沢市道路の構 H29予算現額

H29正規職員
人件費

造の技術的基準等を定める条例、所沢市移動円滑化の
ために必要な道路の構造に関する基準を定める条例


